
基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      48.00

      23.30

      20.00

 856,382.00

      90.00

      29.60

      20.00

 964,363.00

      84.00

      37.10

      20.00

 964,984.00

      98.00

      39.00

      20.00

 934,207.00

      85.00

      38.60

      40.00

 897,007.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

      80.00

      45.00

      80.00

 1000000.00

01

03

01

自主的な学習活動の支援と機会・場の提供

自主的な学習活動の支援と機会・場の提供

市民が、生涯学習に自発的に参加できるよう、学習できる機会・場の
提供に努める。

課題としない

課題とする

課題とする

課題とする

（状況）前年度と比較して13件減少したが、市が指定管理者に委託する1館あたりの講座数

（状況）中央・郷州・高野・北守谷公民館の平均稼働率は、前年度と比較して0.4ポイント

（状況）中央公民館に続き、令和6年10月に郷州公民館がリニューアルしたことにより大規

（状況）図書館(公民館図書室を含む)の貸出資料点数は、前年度と比較して37,200点減少し

 （1館10講座以上）は適正であり、目標値を上回っている。

 減少した。延べ利用者数も、郷州公民館及び北守谷公民館が改修工事によりそれぞれ6か月

 模改修済の生涯学習施設は2館となった。目標値である改修率80%の達成に向け、北守谷公

た。

（原因）郷州公民館、北守谷公民館の改修工事により実施場所が減少したことが原因と考え

間貸し出ししていなかったため、16,312人減少している。

民

（原因）郷州公民館、北守谷公民館の改修工事により、それぞれ6か月間図書室が休室とな

られる。このような状況下においても、定員を上回る参加申込があった運動や音楽の講座を

（原因）郷州公民館及び北守谷公民館が改修工事によりそれぞれ6か月間休館していたこと

館の改修工事に着手するとともに、中央図書館の実施設計を開始した。

 ったことが原因と考えられる。このような状況下においても、郷州公民館休館中はげんき

複数回実施するなど、ニーズに沿った講座の提供には努めた。

 により、公民館以外の施設で活動したり、年間活動を休止したサークルがあったことが原

（原因）公民館や図書館の老朽化に対しては、建築年や劣化度調査の結果に基づき、計画的

サ

因

に対応を進める。令和6年度に北守谷公民館の大規模改修に着手しており、令和7年9月の完

ロンみずき野に、北守谷公民館休館中は文化会館にそれぞれ臨時窓口を開設し、予約資料の

と考えられる。

 了を予定している。また、中央図書館の大規模改修は令和9年1月末に完了する予定である

受取りや再貸出等を実施し、貸出数の減少を最小限に抑えることに努めた。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

公民館が主催する講座の実施回数（延べ回数）

公民館の平均稼働率

大規模改修済の生涯学習施設の割合

図書館の貸出資料点数

ひと

生涯学習の推進

上がると良い

上がると良い

上がると良い

上がると良い

生涯学習課

中央図書館

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

中央図書館

市民

低下

低下

向上

低下

（回）

（％）

（％）

（点）

達成

中

中

低

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

      13.00        4.00        8.00       19.00       29.00        0.00       20.00

自主的な学習活動の支援と機会・場の提供

        196

     47,124

        107

     28,764

         86

      2,624

    137,205

        335

    123,278

        186

      5,994

     31,789

     49,526

    153,137

     13,640

          0

        140

        330

        110

     17,719

         63

      1,005

    140,399

        685

    125,479

        198

      1,216

     34,742

     31,939

    272,404

    245,796

     40,541

        885

        793

        198

     16,910

        200

      4,569

    155,459

      2,345

    112,648

        185

     12,917

     40,350

     20,910

          0

    427,873

     70,154

           372,249            593,991            957,816          1,596,145          1,505,973

増加

削減

増加

維持

増加

増加

維持

横ばい

向上

低下

低下

横ばい

向上

向上

向上

拡大

維持

維持

維持

維持

維持

維持

拡大

対象外

対象

対象外

対象外

対象外

対象

対象

対象外

対象

対象外

対象外

対象

対象外

対象外

対象外

対象

            52,255             69,866             67,932                  0                  0

社会教育委員の会議開催事業

学校・家庭・地域連携協力推進事業

市ＰＴＡ連絡協議会支援事業

もりや学びの里施設維持管理事業

子ども会育成補助事業

二十歳の記念式典事業

公民館運営管理事業

大野地区公民館運営事業

図書館運営管理事業

図書館協議会開催事業

守谷市民交流館維持管理事業

学校図書館活動推進事業

図書館施設維持管理事業

郷州公民館改修事業

北守谷公民館改修事業

中学校部活動地域移行推進事業

課題としない

（状況）おはなし会の開催施設数は、前年度と比較して10施設増加し、子育て支援施設等に
おいて子どもの読書活動推進が図られている。
（原因）ブックパックの貸出や、お話し会実施のためにボランティアを派遣する等の取組を
継続したことにより、各施設における子ども読書活動推進の機運が高まった結果と考えられ
る。

おはなし会の開催施設数

上がると良い

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

中央図書館

中央図書館

生涯学習課

中央図書館

中央図書館

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

中央図書館

向上

（施設）

高

           424,504            663,857          1,025,748          1,596,145          1,505,973

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課基本事業(取組)を構成する事務事業

成　果コスト
評　価

自主的な学習活動の支援と機会・場の提供

          0      45,050     729,749 増加 維持対象中央図書館大規模改修事業 中央図書館

R05年度 R06年度 R07年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      50.00

   1,484.00

       0.00

       0.00

      45.00

   1,704.00

       0.00

       0.00

      65.00

   1,624.00

       0.00

       0.00

      45.00

   1,696.00

       0.00

       0.00

      45.00

   1,748.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

      75.00

   1,900.00

       0.00

       0.00

01

03

02

スポーツを楽しむ環境づくり

スポーツを楽しむ環境づくり

市民がスポーツをする機会・場の提供に努める。

課題とする

課題とする

（状況）スポーツボランティアの登録は、個別イベントへの申し込みは増加傾向にあるが、

（状況）前年度に比べて、会員数が52人増え、子どもから高齢者までのスポーツ団体を統括

登録者数の増加には結びついておらず、前年度から変化がない。

する市スポーツ協会の活動は着実に広まっている。

（原因）大型イベントの減少や、特定のイベントに限定した募集などにより、ボランティア

（原因）市スポーツ協会が主催する大会・講習会等が定着し、活動にメリットを感じる会員

を募集する機会自体が減少しているほか、関心を持つ可能性のある層に十分に届いていない

が増えたことが、会員数増加につながったと考えられる。

などが考えられる。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

スポーツボランティア登録者数

スポーツ協会の会員数

ひと

生涯学習の推進

上がると良い

上がると良い

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

市民

横ばい

向上

（人）

（人）

低

中

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

スポーツを楽しむ環境づくり

      2,686

        718

      1,439

        270

      3,500

          0

      4,004

     18,800

      2,639

        891

      2,198

        258

      8,000

          0

      3,648

     19,600

      3,080

      1,196

      4,192

        588

      8,000

          0

      3,680

     20,000

            20,242             31,417             37,234             40,736             38,568

増加

維持

維持

維持

維持

維持

向上

向上

向上

向上

向上

向上

維持

維持

改善・効率化

維持

改善・効率化

維持

対象

対象外

対象

対象

対象

対象外

対象

対象

            13,430             22,113             14,254                  0                  0

スポーツ・文化振興奨励事業

スポーツ推進委員活動事業

市スポーツ少年団補助事業

学校体育施設開放事業

守谷ハーフマラソン開催補助事業

稲戸井調節池利活用検討事業

スポーツによる地域活性化推進事業

市スポーツ協会補助事業

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

企画課

生涯学習課

生涯学習課

            33,672             53,530             51,488             40,736             38,568

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      15.00

      51.90

       0.00

       0.00

      30.00

      31.00

       0.00

       0.00

      47.00

       0.00

       0.00

       0.00

      50.00

       0.00

       0.00

       0.00

      58.00

      48.60

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

      50.00

      57.00

       0.00

       0.00

01

03

03

心の豊かさを育む芸術・文化の振興

心の豊かさを育む芸術・文化の振興

芸術・文化・歴史に関する活動に触れる機会・場を提供し、市民が芸
術や文化を気軽に親しめるようにする。

課題としない

課題とする

（状況）市文化協会を中心に、音楽・芸能・映画会などホールを利用した活動が継続的に行

（状況）市内施設における音楽コンサートや美術作品の展覧会などの開催がコロナ禍前の水

われており、前年度と比較して8回上回った。

準に回復しつつあり、直近1年間に芸術・文化に親しんだ市民の割合は前回（令和3年度）に

（原因）市文化協会が音楽コンサートや芸能祭等を定期的に開催したほか、指定管理者によ

比べて17.6ポイント増加した。

る会場参加型音楽イベントや公益財団法人による音楽コンサートが開催された結果である。

（原因）市民アンケートの結果、演劇やコンサートなどの芸術鑑賞、絵画、写真や工芸など
の展覧会に足を運んだ割合が半数以上であった。市内においても、既存施設の改修時に芸術
・文化に触れられるスペースを確保したことや、郷土作家による展覧会開催日数を増やした
ことなどが影響していると考えられる。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

中央公民館ホールを活用した芸術・文化事業開催数

直近１年間に芸術・文化に親しんでいる市民の割合

ひと

生涯学習の推進

上がると良い

上がると良い

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

市民

向上

向上

（回）

（％）

達成

低

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

心の豊かさを育む芸術・文化の振興

      1,811       7,056       7,203

             1,779              1,811              7,056              7,203              7,203

増加 横ばい 改善・効率化対象

             1,080              2,047                735                  0                  0

芸術文化振興事業 生涯学習課

             2,859              3,858              7,791              7,203              7,203

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      21.00

      23.70

       0.00

       0.00

      21.00

      26.20

       0.00

       0.00

      21.00

       0.00

       0.00

       0.00

      21.00

       0.00

       0.00

       0.00

      21.00

      24.20

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

      22.00

      30.00

       0.00

       0.00

01

03

04

歴史・文化資産の継承

歴史・文化資産の継承

地域の貴重な文化財を後世に継承し、活用する。

課題とする

課題とする

（状況）市内の指定文化財は21件（県指定文化財1件・市指定文化財20件）で、新たな指定

（状況）市内の文化財を「知っている」と回答した市民で52%であったが、その中で3つ以上

 はなかった。

の文化財を知っている市民の割合は24.2%にとどまり、前回（令和3年度）と比較して2ポイ

（原因）市内の寺社が所有する指定候補物件を有識者に調査依頼し、調査報告書に基づき候

 ント減少した。

補を絞り込んだ。教育委員会から文化財保護審議会への指定可否に関する諮問が未了のため

（原因）市民アンケートの結果、八坂神社祇園祭と守谷城址が約80%の市民に認知されてい

、指定件数は横ばいであるが、次年度には複数件の増加を見込んでいる。

 る一方、その他の指定文化財は30%を下回る認知度となっている。市民が歴史や文化を通し
て、守谷市らしさを感じられるインナープロモーションの有無や、デジタルミュージアムの
認知度が定着に向かう前段階であることが影響していると考えられる。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

市内の指定文化財の件数

市内の文化財を知っている市民の割合

ひと

生涯学習の推進

上がると良い

上がると良い

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

市民，文化財

横ばい

横ばい

（件）

（％）

低

低

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

歴史・文化資産の継承

      7,159      10,491       8,182

               639              7,159             10,491              8,182              8,206

維持 横ばい 改善・効率化対象

             1,913              4,439              1,057                  0                  0

文化財保護事業 生涯学習課

             2,552             11,598             11,548              8,182              8,206

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度


